
 

200W の電気製品を 100W の省エネ機器に交換し

たら 100Wの節電ができ、その分余った電気は別の所

で使うことができます。つまり 100Wの発電所を建設

したことと同じ価値があります。 

建設費も燃料代も不要で、CO2や有害物質の排出も

ありません。これを多くの世帯や事業所が取り組めば

巨大な発電所をつくることに匹敵します。 

原発に頼らず日本経済を成り立たせる節電の持つ大

きな可能性を一緒に学びしょう。 
 

※ネガワット：負（ネガティブ）の電力（ワット）を意味する造語。 

電力の利用者が節電した電力を発電した電力と同等の価値とみなす

考え方。 

 

●日時  

2014 年 10 月 21日（火）13:30～16:00 

●会場  

せいきょう会館４F第一会議室 

京都市中京区烏丸夷川東南角 

 

●参加費 無料 

●講演 朴 勝俊 氏 

 「日本経済と節電の持つ可能性」 

●各生協からの報告 

 ・生協生活ｸﾗﾌﾞ京都ｴﾙ･ｺｰﾌﾟ「組合員出資で太陽光パネル」 

 ・京都生協  「組合員の節電チャレンジ」 

・大学生協   KESを力に省エネ推進 

 ・京都府生協連 環境･ｴﾈﾙｷﾞｰ部会 「ふくい市民共同節電所」視察報告 

 

 

 

        ネガワット 

節電のもつ可能性を学ぶ 

講 師： 朴
パク

 勝
スン

俊
ジュン

 氏 
関西学院大学総合政策学部教授 

専門は環境経済学、環境政策 

経済学の研究者でありながら、落語の名人で

もある朴さん（京橋花月に出演した経験がある

そうです）。「生きていくためには仕方がない、

生活がかかっている」、これを乗り越えなけれ

ば、脱原発は実現しない！環境経済学の専門家

が提案する「原発なしでも成り立つ国」の未来

図をわかりやすくお話していただきます。 

 

 

 

 

 

 

主 催：京都府生活協同組合連合会 

企 画：環境･エネルギー部会 
TEL:075-251-1551 FAX：075-251-1555 

E-mail: kyotofu.seikyoren@ma2.seikyou.ne.jp 

 

 

会場 

TEL:075-251-1551


参加申込書 

10 月 17 日（金）〆切！ 

 FAX送付先：京都府生協連 075－251－1555 

                                         

 

団体名 （            ）    記入者名（         ） 

 

  

 お 名 前 ご 所 属 等 

  

  

  

  

  

  

  

  

 


